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【背景と目的】
実際の患者に対する直像式の検眼鏡（眼底鏡）の技能を眼底診察用模型の利用によりどの程度評価でき

るか測定した。また、客観的臨床能力試験（OSCE）のような実技試験における眼底鏡技能に適した評価基
準の作成を目指し横断研究を行った。

【対象と方法】
参加者として、医学生、研修医、指導医 73名が参加した。我々は、無散瞳での眼底鏡技能を示唆するで

あろう 3 つの指標を選択した。（（１）経験；無散瞳での眼底診察経験（２）頻度；眼底鏡の直近 1 ヶ月に
おける使用頻度（３）範囲；観察できる範囲）眼底診察用模型には、瞳孔径を 3段階（2mm,3.5mm,5mm）
に調整できる模型を使用した。また、本研究のために研究スライドを作成した。研究スライドと模型を用

い、参加者のスライド読影における各瞳孔径ごとの正解数を計測した。

【結果】
無散瞳での眼底診察経験数で分けたグループ間では、瞳孔径を 2ｍｍ、3.5ｍｍに設定した場合に有意差

があった。（P value=0.008、0.007）観察できる範囲で分けたグループ間では、各瞳孔径における模型観察
による正解数では有意差はなかった。(2 mm: P = 0.103, 3.5 mm: P = 0.083, 5 mm: P = 0.347). 

【結論・考察】
 代理指標である“無散瞳での眼底診察経験数”、“観察範囲”と模型を利用した眼底鏡の技能には相関傾

向があることが示唆された。また、代理指標である“無散瞳での眼底診察経験数”は、模型を利用した眼

底鏡の技能と強い相関がみられた。
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